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脳血管閉塞に附随する臨床症状は， transient ischemic attack (TIA) ，rever-
sible ischemic neurological clefi.cit (RIND)，complete strokeなどであるが， 
TIAの18-80%が1年以内に completestrokeになるという。この complete 
strokeの予防と治療のための外科的アプローチは， 直接手術として中大脳動脈
閉塞に対する embolectomy(1955年 Welch)が最初であり，間接手術としては
脳血流増加の目的で側頭筋の脳への有茎移植によるもの (1944年 Henschen)が
最初である。いずれの試みも， 1960年 Jacobsonらが手術顕微鏡の有用性を発表
し，微少血管縫合用材料が開発されるまで、は，極く少数の症例報告があるにすぎ
ない。 1965年 Pool& Pottsの動物実験， Yasargil & Donaphyが1966年に犬
で， 1967年臨床例で浅側頭動脈 (STA) と中大脳動脈 (MCA)の吻合を始めて
以来，世界で2000例をこす症例報告がなされた。しかし，脳虚血時の病態生理や
代謝の変化，血行動態，局所脳血流量， STA-MCA吻合の適応， 技術などにつ
いてまとめられたものはなかった。本書は1974年シカゴで行われた International 
Symposium on Microsurgical Anastomosis for Cerebral Ischemia に参加し
た世界的に有名な脳神経外科医，神経放射線医，神経内科医のそれぞれの立場か
らの研究発表の集録である。
まず形態学的問題より始まり， STA-MCA吻合の開存率は 90%と高率である
が，他の血管，後頭動脈 (OA)，後下小脳動脈 (PICA)，上小脳動脈(SCA)，後
大脳動脈 (PCA)聞の吻合の可能性について屍体標本を用い，利用可能なものは 
PICA 40%，PCA 40%，OA 80%で， OAと PICA，PCAの吻合の成功率の
高いことを予想し，臨床的にもこれらの血管の吻合の成功例が報告されている。
血管狭窄ないし閉塞に至る血管内皮の folcl patternの変化を走査電顕で示し，
原因として血管自体の虚血性変化を示唆している。
次に脳代謝の面から， ミトコンドリア，チトクローム系酵素の活性と酸素分圧
の関係や NADHを示標に細胞の低酸素状態の検索を行っている。 また代謝レ
ベノレの上昇をパノレピターノレで抑制して，保護作用を期待するものなどがある。
臨床的適応・評価については， 患者側の種々の病態すなわち動脈硬化， 高血
圧，心疾患，糖尿病，偏頭痛などの原疾患や合併症の分析による等級づけによる
適応の決定，限拍動は内頚動脈拍動の指標との考え方より， ocular plethysmog-
raphyを用いた側副血行の想定，血管写による側副血行や血行動態の変化，吻合
前後での血流量の変化の拡大シネ撮影による計測や電磁流量計や Xe133による計
測など種々のパラメーターを用いての報告があるが，電気生理学的なものが少い
のは物足りない。さらに TIAや RINDと completesrokeとの聞に局所脳血
流測定結果からは有意の差はなく， TIA，RINDの発症原因を hemoclynamic 
insufficiencyとし，これに吻合の適応を求めているのは注目に値する。
手術手技に関しては，吻合する血管の選択範囲は拡り，かっ端側吻合の場合に
静脈片の移植も行われている。また，吻合に用いる材料，縫合法や縫合数にまで
言及している。
本書は脳血管閉塞と脳硬塞との関係の理解に明快な解答を与えていて，脳血管
障害の診療にたずさわる内科系の方にも一読することをすすめる。また血管吻合
手術の適応，血管選択，手術手技にいたるまで記載されていて，脳神経外科医に
とって有益な知識を与えてくれる良書である。(堀江 武)
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